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上 向 流嫌 気 性 汚泥 床 （UASB） に よ る 乳酸 の メ タ ン 発 酵 に お け る

グ ラ ニ
ュ

ー
ル 化 とそ の 特 性

（広島 大 ・工 ・発 酵）　○ 常　勇進 、 福崎 智司 、 西 尾 尚道 、 永井 史郎

　D 目的 　上 向流嫌 気性 汚泥 床 （UASB＞ プ ロ セ ス は 、 嫌 気 性微 生物 の 自 己顆粒化機 能 を 利

用 した 高速 メ タ ン 発 酵法 と し て 注 目 さ れ て い る。 当研 究 室 で は、 今 ま で に プ ロ ピ オ ン 酸 を

基 質 と し て 形成 さ れ た グ ラ ユ ユ
ー

ル の 諸 特 性 を 解 析 し て き te　t ）
。 そ こ で 、 本研究 で は 、 メ

タ ン 発 酵 に お い て プ ロ ピ オ ン 酸 よ り も上 流 側 の 基 質 で あ る乳酸 を用 い て グ ラ ニ
ュ

ー ル 化 を

試 み る と共 に 形 成 き れ た グ ラ ニ
＝

一ル の 諸 特性 を分 析 す る こ と に よ っ て 、 グ ラ ニ ュ
ー

ル の

形 成機 構 の 解 明 を試 み た 。

　 2）方 法　種汚 泥 と し て 、 プ ロ ピ オ ン 酸 で 形成 され た グ ラ ニ
ュ

ール を 用 い た 、 培 地 と し て

は 、 乳 酸 を単一炭紫 源 とす る 最 小培 地 を 用 い た 。 漕泥 の グ ラ ニ ュ
ー ル 化 は、 下 部 に 内径 41

Mm 、容 積 390ml の 反応 部 を 、 上 部 le内 径 80rnm、 容 積 270ml の 気 一固 一液分 離 部 を 有 す る塔 型

リ ア ク タ
ー

（37 °C） を用 い て 行 っ た。 グ ラ ニ
ュ

ール 内 の 生 菌数 測定 は種 々 の 基 質下 で メ タ

ン 生 成 （＞ 5X） を指 標 と し た M剛 法 で 行 っ た 。

　 3）結 果　 リ ア ク タ ー内 の MLSS濃度は 90．2g ／見 と な り、
　 COD除去速 度は 58．5gceD ／2　／day

に 達 した。 灰分 禽箆 は 44 〜 53％と高 く、 一 ，が 優 先穩 で あ っ た 。 形 成 され た

グ ラ ニ 」
一ル は、 プ ロ ピ オ ン 酸 の 場 合 よ り も大 き く （平 均嶐 径 LZmm ）、 沈 降性 （平 均沈 降

速度 25mm／s ） に 優 れ て い た 。 顆 粒 の 各 基質 に 対す る分解 活 性 お よ び MP誕は 、 水 素 〉 乳 酸 〉 酢

酸 〉 プ ロ ピ ォ ン 酸 で あ り、 可 溶 性 基 質か ら の メ タ ン 発 酵 で は プ ロ ピ オ ン 酸 分 解が 律 速因 子
と な る こ と が 示 唆 さ れ た 。
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一

彦 ， R6berto　G．Silveira
， 永 井史郎

　　1）目的　 上 向涜嫌気性汚詫床 （Upflow　Anaerobic　Sludge　B工anke   撚 SB） リア ク ター

は、盲濃度に保持され た穎粒 化蕾体 （グラ ニ ュ
ー

ル ）に よ っ て連競的高負荷還鞨が可能 で

あるが 、ス ター トア ッ プに長期間 を要 し． また微生物 の 自己瀕粒化機構に不 明な 点が多 い 。

そ こ で本研究 では、メ タ ン 生 成蔚の 基質で ある メ タ ノ ール ・酢酸 を用 い て、UASB メ タ

ン 発酵 の ス ター トア ッ プ及 び負荷速度に対する グラ ニ ュ
ール の 藷特性 を物理 的、化学的、

微生 物学的に解析 し た。

　 2 ）方法 　種汚泥 は酢酸馴養汚琵 をを用 い た 。 培養 はメ タノ
i・一

ル ・酢酸を基質 とした最

小培地 を用い て UASB リア ク ター （実容積 660 鵡 237 ℃ ）で行 っ た。基質消費 （メ タ ノ

ール 及 び酢酸）、グラニ ュ
ー

ル の数 径分布 、灰分含量 、沈降速度の 測定お よび電顕 （SE
…M ）に よる観察を行 っ た 。

　 3 ）結果 　メ タ ノ ール を単独墓質 とした培養 で は 、希釈率 （D ）の 増加 と共 に 汚泥 が徐

々 に流 し出 され 、 60 日目で運転不 能 とな っ たが、酢酸添 加によ りグラ ニ za・
一ル の 再堆 積

が始 ま っ た e メ タ ノ
ール ・酢酸複合基 質 （メ タ ノール 、8g ／1 ；酢酸、 1．5g ／1） と した 培

菱で は 50 日 目か ら汚泥の グ ラ ニ ュ
ール 化 が始まり、グラニ ュ

ー
ル が堆積 し高負荷運転が

可能とな っ た e 灰分含量 はD の 変化 と共 に 12．1 − 5L7 と変動 した 。 高負荷 速度 （D ”

10．5d ”i
）で は酢酸消簔の 低下 に伴い ．グラ ニ ュ

ー
ル 径 （平均 e．18 皿 ）．沈降 速度 （平

均 7．4 皿皿！sec ）が減 少 した 。 これ に対痣 して グラ ニ コ．一ル 申の Kethanosarcina属 が優先 的

になる こ とが観察された 。
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